
・ 

・ 
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言
き
言
と
 

・ 

・ 

S 

S 

ち
 

かり 
6 月16日から 4 日間、町内4 ケ所で営業用に使用され 

ている特定計量器定期検査が行われました。 

この検査は 2年に 1回行われており、検査に合格しな 轟一‘」『 

ければ営業用に使用できないことになっています。 

17日の検査会場となったJA津軽北部喜良市出張所には台手動式などのはかり 

が次々持ち込まれ、青森県検量検定所職員が手際良い手順で基準重りを使って精 

度を検査し合格ステッカーを貼っていきました。 

検査期間中に304台のはかりが検査を受けました。 

. 

・ 

・ 

. 

S 

S 

S 

・ 

S 

・ 

・ 

S 

・ 

S 

・ 、 
S 

. 

~、 

ダ助2拳勲り 
心地よい 腕加

 金木町グラウンド・ゴルフ協

会（理事長＝渋川正義）主催の

第16回春季グラウンド・ゴルフ大会が6月23日、芦野公園内特設グラ

ウンド・ゴルフ場で開催されました。 

「『ふれあい』だれとでも仲よく『健康』元気で長生き」のサブタ

イトルのもとに85人が参加した開会式では、金木町体育協会今会長ら

が祝辞を述べ、選手を代表して吉田賢一さんが「ふれあいと健康を求 

~~一．rが 
Iijr7 7 .. 17[ 1ivJ-( 1 )L'Q) ) 療綴 

んばります」と選手宣誓。 

赤、青、黄の24ホールを征したのは金木本町の高橋俊之さんで、ホ 

ー、、 	ールインワン 2つを含む打数62で見事優勝しました。 

ゴ21 2食圏大会幽 
金木中学校出身で山田高校1年生の中西龍太朗君が6 月23日、仙

台市で行われた平成15年度全国高等学校ゴルフ選手権東北大会男子

個人の部で7位入賞を果たし、 8月 6日から栃木県大田原市で行わ

れる全国文部科学大臣杯個人の部への出場を得ました。 

中西くんは保育児童の頃からクラブを握り、小・中学校と弘前市

に通いプロの指導を受けて上達してきました。 

小学 5年生から数々の大会に出場し、優勝か上位入賞を果たして

おり中学3年生のときにも全国大会出場を経験しています。 
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S 

S 

S 

. 

・ 
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S 

S 

. 
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S 

・ 

・ 
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・ 

・ 
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S 

・ 
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たちが健脚を競いました。 

【男子】 1区一平川 卓弥 

5区一平川 大介 

【女子】 1区＝今 千鶴 

5区＝長尾麻衣子 

伝大会で 
6月28日、第 8回田舎館城下駅伝大会に金木メロス

ランナーズが出場し、男子が準優勝、女子が 7位と健

闘しました。 

田舎館村役場庁舎周辺をコースに、津軽地区から男

子12チーム、女子 8チームが参加して小学生ランナー 

出場選手は次のとおりです。 

輝
生

明
美

佳
康
千

祈
 

田

谷
田
谷

原
岩
山

泉
 

一
 
一
 
一
 
一
 
」
 
一
 

一
 

区
区
区
区
 

つ
一
（h
v
 。
ノ〕
 
〈
h
v
 

3区＝工藤大輔 

7区＝今 涼二 

3区＝鳴海千穂 4区＝鳴海 宥紀 

7区＝三上桃子 

園 

7月 5 ・ 6 日、八戸市の東運動公園で行われた全日

本中学校通信陸上青森大会で金木南中学校（校長一小

林柴一）陸上部の今幸子さん、小山内亜梨沙さん、須

崎瑞穂さん、伊丸岡操希さんの 4 人が共通女子 4 X100 
nlリレーで51秒69の記録で優勝し、札幌市で行われる

全国大会出場を得ました。 

今幸子さんら 4 人は小林校長らとともに 7月10日、町長室を訪れ鳴海町長に優勝報告しま

した。報告を受けて鳴海町長は「すごい快挙です。今までよくがんばった。全国大会もがん

ばってください」 と激励。今幸子さんが「なるべくいいタイムを出して、優勝を目指してが

んばります」と話していました。 
I 

                  

                 

、S 

 

婆

様
、

む
っ

と
し

て
 

「
ワ

イ
 
ハ
、
 オ

メ
 
へ
）ハ
掃
い
 

だ

こ
と

ね
え

ん
だ

が

」
 

（
森
 
平

）
 

ミ
ツ
の

傍
に

坐
っ
 
て
い

た

婆

様
に
、

「
吐

き
ま
し

た
か

」
と

尋

ね
た
。
 

婆

様
「
掃

き

も
拭
ぐ

も
し

ね

は

ん
で
、
 
汚
ね

く
て
し

」
 

看

護
婦
「

吐
け
ば

汚
ね
ど

も
、
 

吐
か

な
ば

き
れ
い
だ

で
ば

」
 

往

診
に

き
た
。
 

先

生
は

部
屋
に

入

る

な
り
 

一一
一
九郎

の

ミ
ツ
が

怠
に

腹
痛

を

起
し
、
 
診

療

所

の
先
生
が
 

よ
 

よ
 

'
 

<
  

「
吐
く
」
と
「掃
く
」
 

津
軽
弁
の
笑
い
話
こ
 ⑦
 

  

「
金
木
の
か
た
り
べ
」
よ
り
 

  

、 

    

一’ 
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図
民
年
金
情
報
 

ご
存
知
で
す
か
国
民

年
金

ワ
・
 

皆
さ
ん
は
国
民
年
金
の
こ
と
を
よ

く
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？
 

年
金
と
い
う
と
老
後
の
も
の
と
考

え
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
確
か
に
年

金
は
老
後
の
所
得
保
障
と
い
う
点
で

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
す
が

そ
れ
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

国
民
年
金
は
、
老
後
の
生
活
を
保

障
す
る
老
齢
基
礎
年
金
に
加
え
て
、
 

病
気
や
事
故
で
障
害
が
残
っ
た
と
き

の
障
害
基
礎
年
金
、

一
家
の
働
き
手

が
亡
く
な
っ
た
と
き
の
遺
族
基
礎
年

金
で
あ
な
た
と
家
族
の
生
活
を
サ
ポ
 

ー
ト
し
ま
す
。
 

圏
六
十
五
歳
に
な
っ
た
と
き
 

o

老
齢
基
礎
年
金
【
年
額
 
七
九
七
、
 

O
〇
〇
円
（
四
＋
年
間
保
険
料
を

納
め
た
場
合
）
 

六
十
五
歳
な
っ
た
時
に
受
け
ら
れ

る
年
金
で
す
。
老
齢
基
礎
年
金
を
受

け
る
た
め
に
は
、
保
険
料
を
納
め
た

期
間
、
免
除
さ
れ
た
期
間

（
学
生納

付
特
例
期
間
を
含
む
）
及
び
合
算
対

象
期
間
の
合
計
が
最
低
二
十
圧
年
必

要
で
す
。
 

圏
ケ
ガ
や
病
気
で
障
害
が
残
っ
た
時
 

o

障
害
基
礎
年
金
廿
一
級
 
九
九
六
、
 

「
一〇
〇
円
・
ニ
級
 
七
九
七
、
「
一

〇
O
円
 

ケ
ガ
ゃ
病
気
で
障
害
が
残
り
、
働

く
こ
と
が
困
難
な
時
、
そ
の
方
の
障

害
の
程
度
に
応
じ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

障
害
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、
 

障
害
の
原
因
と
な
っ
た
ケ
ガ
、
病
気

の
初
診
日
に
国
民
年
金
制
度
に
加
入

中
で
あ
る
こ
と
、
初
診
日
の
前
々
月

ま
で
の
加
入
期
間
の
う
ち
保
険
料
を

納
め
て
い
る
期
間
と
免
除
さ
れ
て
い
 

る
期
間
を
合
わ
せ
て
三
分
の
二
以
上

有
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
 

※
特
例
と
し
て
、
平
成
十
八
年
三
月

ま
で
に
初
診
日
が
あ
る
場
合
は
、
 

直
近
一
年
間
に
保
険
料
の
滞
納
が

な
け
1
1ば障
害
基
礎
年
金
を
請
求

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

圏
妻
、
子
を
の
こ
し
て
な
く
な
っ
た

時
 

o

遺
族
基
礎
年
金
廿
年
額
 

一
、
〇

ニ
六
、
三
〇
〇
円

（子
が

一
人
い

る
妻
が
受
け
る
場
合
）
 

一
家
の
働
き
手
が
不
幸
に
も
亡
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
時
に
残
さ
れ
た
遺

族

（子
の
あ
る
妻
ま
た
は
子
）
に
支

払
わ
1
1ま
す
。
遺
族
基
礎
年
金
を
受

け
る
た
め
に
は
、
亡
く
な
ら
れ
た
方

が
死
亡
日
に
国
民
年
金
制
度
に
加
入

中
で
あ
る
こ
と
、
死
亡
日
の
前
々
月

ま
で
の
加
入
期
間
の
う
ち
保
険
料
を

納
め
て
い
る
期
間
と
免
除
さ
れ
て
い

る
期
間
を
合
わ
せ
て
三
分
の
二
以
上

有
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
 

※
特
例
と
し
て
、
平
成
十
八
年
三
月

ま
で
に
死
亡
日
が
あ
る
場
合
は
、
 

直
近
一
年
間
に
保
険
料
の
滞
納
が

な
け
れ
ば
遺
族
基
礎
年
金
を
請
求

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
、
ま
た
、
 

こ
の
場
合
の
子
は
、
十
八
歳
到
達

年
度
の
末
日
ま
で
（
障
害
の
あ
る

子
は
二
十
歳
未
満
）
の
子
を
い
い

ま
す
。
 

こ
れ
ら
の
年
金
を
受
け
る
た
め
に

は
毎
月
の
保
険
料
を
納
め
て
い
る
こ

と
が
前
提
と
な
り
ま
す
。
 

国
民
年
金
の
こ
と
を
よ
く
ご
理
解
い

た
だ
き
、
豊
か
な
老
後
の
た
め
、
そ

し
て
万
が

ー
の
時
の
た
め
に
も
毎
月

の
保
険
料
を
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ

う
。
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今回は「ふるさと金木会」の総会の報告と町の皆さんへの御ネLのご挨拶です。 Vo口2.. 
去る 6 月29日、東京・中野サンプラザで「東京・ふるさと金木会」十周年記念総会・懇親会が盛大に開催さ

れ、今年も鳴海町長他町役場の皆さん、三潟議長以下議員・事務局の皆さんに遠路お運びいただきました。あ

りがとうございました。また青森県東京事務所外崎次長、東京青森県人会鳥谷部会長他役員の皆さん、その他

在京の青森県出身者の会等24団体40名もの出席をいただき、お祝いと激励のお言葉をいただきました。総勢 

160余名という、当会はじまって以来の盛会となり、成功裡に終えることができました。 

今回は十周年記念ということで、金木町商工会のご支援もいただき、みず、たけのこ、干しもち、うんぺい、 

笹もち、梅干、こごり豆等々郷土産品の即売も実施していただき好評を博しました。 

懇親会では、金木町出身の白川光義さんの津軽三味線演奏、青森県出身のソプラノ歌手阿部さと子さんのソ

ロ、金木町「よしみ会」の皆さんによる手踊り等のアトラクションが催され、出席の皆さんに喜んでいただき

ました。中でも、よしみ会の皆さんによる 「やっこ踊り」は大好評を博しました。 

懇親会の最後に恒例の福引抽選会。今年の景品は郷土産品中心ということで、抽選結果には皆さん一喜一憂。 

金木産のミズ（結構重い）を手に入れ、これをぶら下げ千鳥足の方、帰りの電車は大丈夫だったかな？・・・

余りに盛会になりすぎ、町長さんや議長・議員の皆さんに、会員の一人ひとりと親しくお話していただくヒ

マがなかったのが悔やまれます。「遠きにありてふるさとを想う」立場から、最近の金木町の状況、気になる

合併協議の動向、とりわけ新しい町（市？）の名称は？等々 一 I 
関心のあるところです。「広報かなぎ」 や「合併協議会だよ

り」 を今まで以上によく目を通すようにしたいと思います。 

懐かしい郷土芸能、（帰宅してからの）郷土産品の味見、 

友人・知人・親戚との久しぶりの再会・交流等々、会員な

らびに参加者の明日への活力に少しは寄与できたかな・‘・‘ 

と思える総会・懇親会でした。参加の会員諸氏からも讃辞と

感謝の言葉をたくさんいただき、役員一同感激ております。 

関係者の皆さん！ご支援・ご協力ありがとうございました。 

（広報担当理事・松尾） 

【東京ふるさと金木会事務局】 〒170-0002 東京都豊島区巣鴨 1-3-22 アドニス天野 2F 
加藤税理士事務所内 	TEL 03-3942-8825・ FAX 03-3942-9171 
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か
ぜ
は
、
い
ろ
い
ろ
な
原
因
で
生

じ
る
口
、
鼻
か
ら
肺
ま
で
の
空
気
の

通
り
道
で
あ
る
呼
吸
器
の
急
性
炎
症

の
状
態
を
示
す
病
気
の
総
称
で
す
。
 

正
確
に
は
「
か
ぜ
症
候
群
」
と
い
い

ま
す
。ご
く
軽
い
か
ぜ
を
含
め
る
と
、
 

ひ
と
は
一
年
間
に平
均
六
回
か
ぜ
を

ひ
く
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
 
軽
い

症
状
の
ま
ま
約
一
週
間
で
治
っ
て
し

ま
う
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
と

き
に
は
重
い
合
併
症
を
起
こ
す
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
「か
ぜ
は
万
病
の
も

と
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
か
ぜ
を

決
し
て
あ
な
ど
つ
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
 

か
ぜ
の
原
因
 

か
ぜ
は
、
①
乗
さ
・
暑
さ
な
ど
の
 

温
度
変
化
、
②
病
原
微
生
物
、
③
睡

眠
不
足
、
（④
采
養
不
足
と
い
っ
た
四

つ
の
要
因
が
互
い
に
絡
み
合
っ
て
お

こ
り
ま
す
。
か
ぜ
を
起
こ
す
病
原
体

に
は
ウ
イ
ル
ス
、
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
、
 

細
菌
、ク
ラ
ミ
ジ
ア
が
あ
り
ま
す
が
、
 

か
ぜ
の
原
因
の
八
十
、
九
十
％
を
ウ

イ
ル
ス
（
か
ぜ
ウ
イ
ル
ス
）
が
占
め

て
い
ま
す
。
か
ぜ
ウ
イ
ル
ス
に
は
、
 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
、
パ
ーフ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
、
R
S
 

ウ
イ
ル
ス
、
ア
デ
ノ
ウ
イ
ル
ス
、
ー
フ

イ
ノ
ウ
イ
ル
ス
、
コ
ク
サ
ッ
キ
ー
ウ

イ
ル
ス
、
エ
コ
ー
ウ
イ
ル
ス
、
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
、
レ
オ
ウ
イ
ル
ス
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
ウ
イ
ル
ス
は
呼

吸
器
以
外
で
も
感
染
を
起
こ
す
も
の

が
あ
り
、
ア
デ
ノ
ウ
イ
ル
ス
は
眼
の

病
気
や
乳
児
の
下
痢
症
、
ェ
コ
ー
ウ

イ
ル
ス
は
髄
膜
炎
の
原
因
に
も
な
り

ま
す
。
 

か
ぜ
に
何
回
も

か
か

る
理
由
 

か
ら
だ
は
、
ウ
イ
ル
ス
に
一
度
感

染
す
る
と
そ
の
免
疫
が
で
き
て
、
次

に
そ
の
ウ
イ
ル
ス
が
入
っ
て
き
た
と

き
に
は
、
迅
速
に
攻
撃
し
て
や
っ
つ

け
て
し
ま
う
仕
組
み
を
備
え
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
こ
の
免
疫
は
い
つ
ま

で
も
残
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
ウ
イ
ル
ス
に
は
多
数

の
型
が
あ
り
、
同
じ
種
類
の
ウ
イ
ル

ス
で
も
型
が
違
う
と
免
疫
は
十
分
に

は
働
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
異
な

る
ウ
イ
ル
ス
、
ま
た
違
う
型
の
ウ
イ

ル
ス
が
侵
入
し
て
く
る
た
び
に
、
か

ぜ
を
ひ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

●

症
 
状
 

炎
症
の
場
所
によ
っ
て
異
な
る
症
状
 

鼻
水
・
咳
・
の
ど
の
痛
み
な
ど
の

か
ぜ
の
症
状
は
、
呼
吸
器
の
ど
こ
に

ウ
イ
ル
ス
が
感
染
し
て
い
る
か
に
関

係
し
て
い
ま
す
。
鼻
の
粘
膜
の
炎
症

で
く
し
ゃ
み

・
鼻
水
・
鼻
づ
ま
り
、
 

の
ど
の
粘
膜
の
炎
症
で
の
ど
の
痛

み
、
下
気
道
の
感
染
で
声
枯
れ
・
呼

吸
困
難
、
気
管
・
気
管
支
・
肺
の
炎

症
で
、
咳
・
疾
、
ウ
ィ
ル
ス
に
対
す

る
全
身
反
応
と
し
て
発
熱
・
全
身
倦

怠
感
・
食
欲不
振
が
あ
り
ま
す
。
 

そ
の
他
の
症
状
 

か
ぜ
に
は
、
前
述
の
よ
う
な
呼
吸

器
症
状
の
他
に
、
頭
痛
、
発
熱
、
腰

痛
、
全
身
の
だ
る
さ
、
食
欲
不
振
な

ど
の
全
身
症
状
があ
り
ま
す
。ま
た
、
 

腹
痛
、
下
痢
な
ど
の
消
化
器
症
状
が

加
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
 

か
ぜ

の
病
型
 

全
身
症
状
が
あ
る
の
か
な
い
の

か
、
呼
吸
器
症
状
は
何
が
中
心
か
と

い
う
こ
と
で
、
八
つ
の
型
（
病
型
）
 

に
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
個
々
の
か

ぜ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て
、
よ
く
見
ら

れ
る
病
型
と
い
う
も
の
は
あ
り
ま
す

が
、
同
じ
ウ
イ
ル
ス
で
も
場
合
に
よ

っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
病
型
の
か
ぜ
を
起

こ
し
ま
す
。
 

主
な
病
原
体
に
よ
る
か
ぜ
の
病
型
 

o

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ー
イ
ン
フ
ル
エ
 

ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
 

o

普
通
感
冒
】
す
べ
て
の
か
ぜウ
イ

ル
ス
、
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
 

o

咽

頭
炎

】
す
べ
て
の
か
ぜウ
イ

ル
ス
、
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
、
細

菌
（
レ
ン
サ
球
菌
）
 

o

咽
頭
結
膜
熱
ー
ア
デ
ノ
ウ
イ
ル
ス
 

o

ク
ル
ー
プ
ー
パ
ライ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ

・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル

ス
 

o

気
管
支
炎

ー
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
、
 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
パ
ラ
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
、
R
sウ
イ
ル
ス
、
 

コ
ク
サ
ッ
キ
ー
エ
コ
ー
ウ
イ
ル

ス
、
細
菌
（
レン
サ
球
菌
）
 

o

異
型
肺
炎

ー
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
、
 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
パ
ラ
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
、
R
sウ
イ
ル
ス
、
 

コ
ク
サ
ッ
キ
ー
エ
コ
ー
ウ
イ
ル

ス
 

o

肺
 
炎

】
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
 

パ
ラ
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、

R
s
 

ウ
イ
ル
ス
、
コ
ク
サ
ッ
キ
ー
エ

コ
ー
ウ
イ
ル
ス
、
細
菌
（
レン
サ

球
菌
）
 

一
／

7
レ
こ
／
.(
 

一
．
.．
ーノ
】
！
、
?
 

①
イ
ン
フ
ル
ェ
ン
ザ
と
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ウ
イ
ル
 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
高
熱
、頭
痛
、
 

筋
肉
痛
、
関
節
痛
、
全
身
の
だ
る
さ

と
い
っ
た
全
身
症
状
が
強
い
型
の
か

ぜ
を
い
い
ま
す
。
悪
寒
と
と
も
に
1
1
1
 

十
九

、
四
十
で
に
発
熱
し
、
三
、
四

日
続
き
ま
す
。
 の
ど
の
痛
み
、
咳
、
 

疾
、
な
ど
の
呼
吸
器
症
状
は
、
全
身

症
状
の
あ
と
に
現
れ
て
き
ま
す
。
こ
 

う
い
っ
た
全
身
症
状
が
強
い
か
ぜ

は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に

よ
っ
て
起
こ
る
こ
と
が
多
く
、
日
本

で
は
空
気
の
乾
燥
す
る
十
二
月
か
ら

三
月
に
か
け
て
流
行
し
ま
す
。
 

②
イ
ン
フ
ル
ェ
ン
ザ
が
怖
い
わ
け
 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
怖
い
の
は
、
 

六
十
五
歳
以
上
を
中
心
に
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
ひ
と

の
約
一
％
が
肺
炎
を
合
併
す
る
か
ら

で
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
肺
炎
を

合
併
す
る
と
、
熱
が
続
き
、
咳
、
疾
、
 

時
に
は
血
疾
が
出
て
、
呼
吸
困
難
を

起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
て
か
ら
二
、
三

日
で
呼
吸
困
難
に
な
る
こ
と
が
た
ま

に
あ
り
、
ま
た
、
い
っ
た
ん
治
っ
た

よ
う
に
見
え
な
が
ら
二
、
三
日
で
肺

炎
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に

は
、
A
型
、
B
型
、
c
型
が
あ
り
ま

す
が
、
c
型
は
症
状
が
軽
く
流
行
も

目
立
ち
ま
せ
ん
。
一
方
、
A
型
と
B
 

型
（
と
く
に
A
型
）
は
症
状
が
強
く
、
 

世
界
的
に
流
行
し
て
命
に
か
か
わ
る

こ
と
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ソ
連

型
、
香
港
型
と
い
う
の
は
A
型
の
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
で
、
交
互

に
流
行
が
み
ら
れ
ま
す
。
 

●

予
防
と

治
療
 

予
防
は
規
則
正
し
い
生
活
を
す
る

こ
と
が
一
番
です
。
治
療
は
安
静
に

し
て
体
力
回
復
を
は
か
る
こ
と
が
基

本
で
す
。
体
を
温
か
く
し
て
睡
眠
を

十
分
に
と
り
、
消
化
が
よ
く
水
分
の

多
い
食
事
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。
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工藤 茂昭 

へ
 

広翻か倉ぎI昼釦z周母 翻
 

ー
  

「
 



樺
津
 

た
く
み
 

匠

（
忠
志
）
喜
良
市
 

お
しあ
か
也
ば肩
 

原
田

原
田

須
崎

白

川

福
山
 

い
 
ね

（8
4才
）
中
柏
木

た
き

（7
3才
）
中
柏
木

キ
 
ョ

（9
3才
）
嘉
 
瀬

文
裁

（9
2才
）

川
 
倉

光
延

（
％
才
）
金
 

木
 

J
了
 

伝
冒
 

＠
届
い
て
い
ま
す
 

ロ
六
月
十
七
日
 

サ
イ
フ
（
赤
色
二
つ
折
り
）
 

ノ
ア
正
面
入
口
 

◇
六
月
二
十

五
日
 

自
転
車
（

ェ
ン
ジ
色
婦
人
車
）
 

上
藤
枝
付
近
空
地
 

口
七
月
二
日
 

サ
イ
フ
（
茶
色
小
銭
入
れ

）
 

金
木
病
院

内
 

力
ギ

（
一個
）
 

嘉
瀬
 

原
田
建
設

前
路
上
 

心
当
た
り
の
方
は
金
木
警
察

署
落
し
物
係
ま
で
 

こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
利
用
し
た
い
 

方
は
企
画
観
光
課

ま
で
 

Z

一
Jー

一
ニl
Al
、
i
i
 

けい た ろう 

工 藤 圭太朗くん 

(5 月31日生） 

樺 津 	匠くん 

(6月 4 日生） 

早くー緒に釣りに行こうね！ 
（父 圭介より） 

素直で明るい子になってね 

( 

「曇 
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（父 忠志より） 

翻
 

広議穿倉ぎ悠寧刀冒母 

6月末現在 前年同月比 

男 	5, 574人 △ 38人 

女 	6, 194人 △ 43人

計 11, 768人 △ 81人 

世帯数 4, 080 	26 

一
 

お
め

で
と

う

、
 

け
い
た
ろ

う
 

エ

藤
圭
太

朗
（
圭
介

）
藤
 
枝
 

け
い
 

た
 

小
野
 
啓
太

（
正
範
）
喜
良

市
 

（
竹
内
 

康
修
（

美
代
志
）
金

木
 

「
猪
股
 
三

和
（
育
雄
）

常
盤
村
 

籍
舞
一「
一
慧
 

霧
ち
婆
琵舞
 

。
 

ゃ
 
み
』
）
 

阿

部
弼
一

郎

（8
1才
）
中

柏
木
 

近
藤
 
京

子
（

n
才
）
喜
良

市
 

こ
の
欄
は
金
木
町
に

住
所
を
有
し

て
い
る
方

々
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。
 

／
 
掲
載
を

希
望
し

な
い
方
は
町
民
課
窓
口
に

届
出
の
際
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。
 
、、
 

／
 
才
‘
「
ノJl
亡
三1
7
！
し
ノ
ー
日
I
一「
百ワ
二I
‘
弄
L
ト
‘
，
E
~
L
」
一
 
‘ブ
ー
くし
 
ミ
、
 


